
６．神社建物等の建造年代等に係る棟札等の翻刻

（表）

（表）

（裏）

（裏）

神社 1 　産泰神社 -１

総高535㎜、肩高515㎜、上巾123㎜、下巾104㎜、厚9.5㎜、材質：松
本殿　宝暦13年（1763）　棟札

総高485㎜、肩高470㎜、上巾98㎜、下巾88㎜、材質：杉
本殿　宝暦13年（1763）　大工棟梁棟札
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

神社 1 　産泰神社 -２

総高540㎜、肩高515㎜、巾200㎜
拝殿　文化９年（1812）　棟札

総高540㎜、肩高515㎜、巾200㎜
拝殿　文化９年（1812）　棟札
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（表）

（裏）

神社 1 　産泰神社 -３

左高180㎜、右高175㎜、上巾630㎜、下巾615㎜、材質：杉
拝殿　文化11年（1814）　塗師棟梁棟札
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

神社 1 　産泰神社 -４

総高489㎜、肩高474㎜、上巾115㎜、下巾100㎜、厚10㎜
神門　天保４年（1833）　棟札

総高457㎜、肩高440㎜、上巾125㎜、下巾125㎜、厚９㎜
金刀比羅宮　文化７年（1810）　棟札
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神社 1 　産泰神社 -５

総高365㎜、巾170㎜、厚18㎜、材質：杉
金刀比羅宮　文化７年（1810）　奉納棟札
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

神社 4 　（植野）稲荷神社

総高869㎜、肩高844㎜、上巾215㎜、下巾215㎜、厚８㎜、材質：杉
本殿　明和７年（1770）　棟札

総高908㎜、肩高872㎜、上巾236㎜、下巾236㎜、厚22㎜、材質：杉
拝殿　元治元年（1864）　再建棟札
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（表） （裏）

神社11　三夜沢赤城神社

総高1,125㎜、肩高1,113㎜、上巾240㎜、下巾217㎜、厚９㎜
本殿　明治２年（1869）　棟札
〔県重文　三夜沢赤城神社本殿〕

惣門　宝暦元年（1751）　年代記
（『宮城村誌』より）
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（表） （裏）

神社13　伊勢崎神社

総高765㎜、肩高931㎜、上巾207㎜、下巾137㎜、厚11㎜、材質：杉
本殿　嘉永元年（1848）　棟札
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（表） （裏）

（表）　慶長７年（1602） （裏）　寛永３年（1626）

神社14　（柴）八幡神社

総高613㎜、肩高602㎜、上巾143㎜、下巾143㎜、厚11㎜、材質：桐
拝殿、幣殿　寛政９年（1797）　棟札

神社19　（平塚）赤城神社

本殿　嘉永６年（1853）　擬宝珠刻銘
神社21　（渋川）八幡宮

総高1,150㎜、石碑高750㎜、巾450㎜、厚500㎜、材質：石
本殿　慶長７年（1602）　石碑刻銘
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裏面記載なし

小屋梁下面墨書 祈祷札　（表） 祈祷札　（裏）

神社22　（中村）早尾神社

横1,200㎜、縦760㎜、材質：杉
本殿　正徳３年（1713）　小屋梁墨書

総高815㎜、巾148㎜、厚４㎜、材質：桧
本殿　正徳３年（1713）　棟札

《資料編》

236―　　―



（表） （裏）

神社23　（半田）早尾神社

総高785㎜、肩高768㎜、上巾232㎜、下巾218㎜、厚4.5㎜、材質：杉
本殿　文化14年（1817）　棟札
（翻刻は渋川市の建造物より）

神社24　武内神社

本殿　宝永８年（1711）　高欄擬宝珠刻銘
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（表） （裏）

（表） （裏）

（表） （裏）

棟札１

棟札２

棟札３

神社25　（行幸田）甲波宿祢神社

総高767㎜、肩高767㎜、上巾283㎜、下巾283㎜、材質：杉

総高761㎜、肩高761㎜、上巾236㎜、下巾236㎜、材質：杉

総高894㎜、肩高894㎜、上巾267㎜、下巾267㎜、材質：杉

本殿、幣殿、拝殿　元治元年（1864）　棟札
（『渋川の建造物』昭和63年発行より）
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神社26　（川島）甲波宿祢神社

拝殿、幣殿　弘化２年（1845）　棟札
（「渋川市誌２」より）

　
こ
の
後
の
社
殿
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
宮
所
蔵
の
拝
殿
の
棟
札
の
裏
側
に
「
弘
化
二
乙
巳
年
霜
月
十
七
日
　
氏
子
繁
昌
専
禱
所
」
と
あ

る
の
で
、
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
現
在
の
拝
殿
が
つ
く
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
明
治
十
三
年
の
「
神
杜
明
細
帳
原
簿
」（
前
出
）
に
は
社
殿
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、「
社
殿
間
数
　
本
杜
間
口
六
尺
・
奥
行
五
尺
　
屋
根

銅
葺
　
上
屋
無
シ
　
拝
殿
間
口
四
間
・
奥
行
二
間
半
　
屋
根
銅
葺
」
と
あ
り
、
神
社
蔵
の
大
正
五
年
の
「
神
社
社
記
」
が
全
く
同
じ
で
、

最
近
調
査
の
『
渋
川
市
の
建
造
物
』
の
計
測
で
も
コ
ン
マ
以
下
の
違
い
だ
け
で
、
本
殿
は
天
明
期
、
拝
殿
は
弘
化
期
の
建
造
と
し
て
い�

る
。

　
弘
化
二
年
の
棟
札
の
中
に
あ
る
「
大
工
練
梁
　
松
岡
出
雲
正
　
藤
原
富
盛
」
は
、
子
持
村
空
恵
寺
本
堂
建
築
（
天
保
六
年
）
の
棟
札
の

棟
梁
名
に
も
あ
る
。
ま
た
彫
工
棟
梁
は
、
こ
の
棟
札
が
「
武
州
中
仙
道
玉
ノ
井
邑
（
熊
谷
市
玉
井
町
）
住
　
小
林
丑
五
郎
正
路
外
」
で
あ

る
の
に
対
し
、
空
恵
寺
は
「
彫
工
　
武
州
熊
谷
駅
　
小
林
源
八
正
俊
外
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
彫
工
師
小
林
一
族
は
寛
政
か
ら
文
久�

年
代
に
か
け
て
、
上
越
地
方
で
活
躍
し
た
人
達
で
あ
る
こ
と
を
、
青
木
吉
は
「
郷
上
渋
川
十
七
号
」
の
中
で
詳
し
く
説
い
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
弘
化
の
改
築
以
前
の
文
化
七
年（
一
八
一
〇
）に
金
井
の
大
工
の
棟
梁
で
あ
る
岸
舜
興
（
別
項
・
江
戸
期
の
文
化
）
が
、「
式

内
十
二
座
随
一
　
甲
波
宿
祢
御
神
社
官
相
択
地
判
断
之
章
」（
同
社
蔵
）
を
神
社
宛
に
提
出
し
て
い
る
。
社
地
の
相
を
み
て
い
る
の
で
あ�

る
。

　
こ
の
社
の
修
理
な
ど
に
つ
い
て
は
、
前
出
「
神
社
社
記
」
や
明
治
三
十
二
年
の
「
郷
社
甲
波
宿
祢
神
社
建
築
物
調
」（
同
社
蔵
）
に
あ

る
が
、
安
政
三
年（
一
八
五
六
）に
屋
根
を
銅
葺
に
か
え
、
明
治
十
三
年（
一
八
八
〇
）に
玉
垣
な
ど
が
つ
く
ら
れ
、
大
正
十
四
年（
一
九
二

五
）に
は
屋
根
の
銅
板
葺
を
再
度
行
っ
て
い
る
。
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（表） （裏）　※修理時書加え

神社27　（下南室）赤城神社

総高730㎜、肩高709㎜、上巾18㎜、
下巾167㎜、厚4.5㎜、材質：杉
本殿　文化元年（1804）　棟札

神社28　木曾三社神社 -１

総高360㎜、肩高346㎜、上巾134㎜、下巾132㎜、厚５㎜、材質：杉
本殿　寛政６年（1794）　棟札
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（表）

（裏）

神社28　木曾三社神社 -２

総高846㎜、肩高830㎜、上巾222㎜、下巾222㎜、厚7.5㎜、材質：杉
本殿　寛政６年（1794）　棟札
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（表） （裏）

神社30　（中郷）菅原神社

総高870㎜、肩高850㎜、上巾210㎜、下巾195㎜、厚８㎜、材質：杉
本殿　貞享３年（1686）　棟札

神社31　（津久田）赤城神社

昭和32年（1957）社殿が全焼、本殿が半焼した。その本殿の向拝に取付けてあった、被災した木鼻
本殿　安永３年（1774）　向拝木鼻墨書
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（表） （裏）

（表） （裏）

神社32　七社神社

総高570㎜、肩高550㎜、上巾183㎜、下巾148㎜、厚12㎜、材質：杉
本殿（七社大明神）　正徳４年（1714）　棟札

神社33　常将神社

本殿　明和９年（1772）　棟札

《資料編》

243―　　―



（表） （裏）

神社35　（長岡）大宮神社

総高358㎜、肩高345㎜、上巾80㎜、下巾64㎜、厚８㎜、材質：杉
本殿　寛政４年（1792）　棟札

神社40　（北下）諏訪神社

本殿　宝暦７年（1757）　隔壁上部墨書
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神
社
44
　
玉
村
八
幡
宮
-１

上
野
国
玉
村
八
幡
宮
本
記
　
貞
享
３
年（
16
86
）　
古
文
書
　
１
/２

※
本
殿
　
慶
長
15
年（
16
10
）

（『
玉
村
八
幡
宮
社
誌
』よ
り
）
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神
社
44
　
玉
村
八
幡
宮
-２

上
野
国
玉
村
八
幡
宮
本
記
　
貞
享
３
年（
16
86
）　
古
文
書
　
２
/２

※
本
殿
　
慶
長
15
年（
16
10
）

（『
玉
村
八
幡
宮
社
誌
』よ
り
）
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表
紙

裏
表
紙

神
社
44
　
玉
村
八
幡
宮
-３

本
殿
　
元
和
元
年（
16
15
）　
古
文
書（
角
渕
八
幡
宮
縁
記
）　
１
/３

（『
玉
村
八
幡
宮
社
誌
』よ
り
）
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神
社
44
　
玉
村
八
幡
宮
-４

本
殿
　
元
和
元
年（
16
15
）　
古
文
書（
角
渕
八
幡
宮
縁
記
）　
２
/３

（『
玉
村
八
幡
宮
社
誌
』よ
り
）
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神
社
44
　
玉
村
八
幡
宮
-５

本
殿
　
元
和
元
年（
16
15
）　
古
文
書（
角
渕
八
幡
宮
縁
記
）　
３
/３

（『
玉
村
八
幡
宮
社
誌
』よ
り
）
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（表） （裏）

（表　裏面墨書なし）

（表　裏面記載なし）

神社44　玉村八幡宮 -６

総高1,550㎜、肩高1,525㎜、上巾310㎜、
下巾312㎜、厚10㎜

本殿修理　寛文７年（1667）　棟札
（国重文　玉村八幡宮本殿　附棟札１　１/６）

総高426㎜、肩高415㎜、上巾133㎜、下巾123㎜、厚13㎜、材質：杉
本殿屋根葺替　元禄17年（1704）　棟札

（国重文　玉村八幡宮本殿　附棟札２　２/６）

総高764㎜、肩高750㎜、上巾136㎜、下巾113㎜、厚11㎜、材質：桐
本殿・拝殿・幣殿等の修理　享保11年（1726）　棟札
（国重文　玉村八幡宮本殿　附棟札３　３/６）

（表） （裏）
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

神社44　玉村八幡宮 -７

総高874㎜、肩高850㎜、上巾270㎜、下巾239㎜、厚12㎜
本殿・拝殿・幣殿の修理　元文３年（1738）　棟札
（国重文　玉村八幡宮本殿　附棟札４　４/６）

総高804㎜、肩高788㎜、上巾147㎜、下巾136㎜、厚４㎜、材質：杉
本殿の屋根葺替　寛延４年（1751）　棟札

（国重文　玉村八幡宮本殿　附棟札５　５/６）
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（表）

神社44　玉村八幡宮 -８

総高1,700㎜、肩高1,670㎜、上巾325㎜、下巾325㎜、厚10㎜、材質：檜
宮殿の新造、本殿・拝殿・幣殿の修理　明和８年（1771）　棟札

（『玉村八幡宮社誌』より　国重文　玉村八幡宮本殿　附棟札６　６/６）
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（裏）

神社44　玉村八幡宮 -９

総高1,700㎜、肩高1,670㎜、上巾325㎜、下巾325㎜、厚10㎜、材質：檜
宮殿の新造、本殿・拝殿・幣殿の修理　明和８年（1771）　棟札

（『玉村八幡宮社誌』より　国重文　玉村八幡宮本殿　附棟札６　６/６）
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（表）

神社44　玉村八幡宮 -10

総高1,700㎜、肩高1,670㎜、上巾325㎜、下巾325㎜、厚10㎜、材質：檜
随神門　慶応元年（1865）　棟札
（『玉村八幡宮社誌』より）
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（裏）

神社44　玉村八幡宮 -11

総高1,700㎜、肩高1,670㎜、上巾325㎜、下巾325㎜、厚10㎜、材質：檜
随神門　慶応元年（1865）　棟札
（『玉村八幡宮社誌』より）
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神社45　（角渕）八幡宮

本殿　天保２年（1831）　高欄擬宝珠刻印

本殿　天保２年（1831）　拝殿　嘉永２年（1849）　『関根家文書』
（『玉村町誌　別巻Ⅱ　玉村町の文書』昭和63年３月より）

神社47　あら町諏訪神社

本殿　文化11年（1814）　礎石刻銘
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神社48　倉賀野神社 -１

本殿　元治２年（1865）　上棟　古文書
〔翻刻は髙木直明氏（倉賀野神社宮司）による〕
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（表） （裏）

神社48　倉賀野神社 -２

本殿　慶応元年（1865）　棟札

拝殿　明治８年（1875）　上棟　古文書
〔翻刻は髙木直明氏（倉賀野神社宮司）による〕
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（表）

（裏）

神社49　小祝神社

本殿　享保２年（1717）　奉納額墨書

神社50　（山名）八幡宮

本殿　明和６年（1769）　手鋏墨書
（写真は高崎市教育委員会提供）
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（表）（裏）

神社52　（八幡）八幡宮

総高1,391㎜、肩高1,3770㎜、上巾248㎜、下巾236㎜、厚12㎜
本殿　宝暦７年（1757）　棟札

（『新編高崎市史　資料編14社寺』より）

本殿　宝暦７年（1757）　亀腹刻銘

総高323㎜、上巾267㎜、下巾269㎜、厚27㎜
天満宮　享和元年（1801）　銘札墨書

地主稲荷神社　安永４年（1775）　亀腹刻銘

日枝神社　延享４年（1747）　床下墨書
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（表） （裏）

神社56　榛名神社 -１

総高1,664㎜、背高1,629㎜、上巾315㎜、下巾250㎜、厚19㎜、材質：檜
本殿・幣殿・拝殿　文化３年（1806）　棟札

（『国指定説明書』より翻刻写し）

総高1,670㎜、巾320㎜、厚19㎜、材質：檜
本殿・幣殿・拝殿　文政４年（1821）　棟札

（『国指定説明書』より翻刻写し）
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（表） （裏）

神社56　榛名神社 -２

双龍門　安政３年（1856）　箱棟墨書
（公益財団法人文化財建造物保存技術協会写真提供）

総高1,302㎜、背高1,272㎜、上巾346㎜、下巾346㎜、厚10㎜
双龍門　安政３年（1856）　棟札
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（表） （裏）

神社56　榛名神社 -３

総高1,300㎜、背高1,270㎜、上巾348㎜、下巾345㎜、厚13㎜
双龍門　安政３年（1856）　棟札
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（表） （裏）

神社56　榛名神社 -４

総高1,971㎜、背高1,954㎜、上巾315㎜、下巾293㎜、厚25㎜、材質：檜
神楽殿　明和元年（1764）　棟札
（『国指定説明書』より翻刻写し）
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（表） （裏）

神社56　榛名神社 -５

国租社　享保10年（1715）　棟札、部材彫刻
（公益財団法人文化財建造物保存技術協会写真提供）

総高1,392㎜、背高1,376㎜、上巾240㎜、下巾212㎜、厚11㎜、材質：檜
国租社　天保12年（1841）　棟札
（『国指定説明書』より翻刻写し）
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（表） （裏）

神社57　郷見神社

総高900㎜、上巾250㎜、下巾336㎜、厚20㎜、材質：杉
本殿　安政７年（1860）　棟札
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

神社59　石上神社

総高820㎜、上巾238㎜、下巾240㎜
本殿　明治８年（1875）　上棟棟札

総高780㎜、上巾235㎜、下巾240㎜
本殿　明治９年（1876）　棟札（工匠）
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

神社62　椿名神社 -１

総高847㎜、上巾170㎜、下巾145㎜、厚10㎜、材質：檜
本殿　明和３年（1766）　棟札

総高847㎜、上巾173㎜、下巾147㎜、厚12㎜、材質：檜
本殿　明和３年（1766）　棟札
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（表）

（表）

（裏）（表）

（裏）

神社62　椿名神社 -２

総高847㎜、上巾173㎜、下巾147㎜、厚12㎜、材質：檜
拝殿　嘉永３年（1850）　棟札

総高847㎜、上巾170㎜、下巾146㎜、厚12㎜、材質：檜
拝殿　嘉永３年（1850）　棟札
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（表） （裏）

（彫刻裏）

神社63　（生原）北野神社

神社68　（吉井）八幡宮

総高1,100㎜、肩高1,060㎜、上巾290㎜、下巾230㎜、厚４㎜、材質：杉
本殿　文久元年（1861）　棟札

総高685㎜、巾75㎜、厚80㎜、材質：欅
本殿　弘化５年（1848）　床下彫刻裏面墨書
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

神社69　辛科神社

総高755㎜、肩高755㎜、上巾180㎜、下巾180㎜、厚８㎜、材質：檜
本殿　寛文元年（1661）　棟札

総高755㎜、肩高755㎜、上巾180㎜、下巾180㎜、厚８㎜、材質：檜
随神門　寛政９年（1797）　棟札
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（表） （裏）

（表）

神社71　大塔寺天満宮

神社73　地守神社

神社72　（秋葉）諏訪神社

拝殿　安永９年（1780）　向拝礎石

本殿　享保11年（1726）　棟札
（『藤岡市報告書』より）

総高1,060㎜、肩高1,055㎜、上巾184㎜、下巾184㎜、厚15㎜、材質：欅
大宮大神宮　享保元年（1716）　棟札
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

神社77　一之宮貫前神社 -１

総高1,740㎜、肩高1,695㎜、上巾305㎜、下巾305㎜、厚さ34㎜、材質：檜
本殿建立　寛永12年（1635）　棟札

総高928㎜、肩高908㎜、上巾182㎜、下巾170㎜、厚さ16㎜
本殿修理　元禄11年（1698）　棟札
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（表） （裏）

解読不可

（表） （裏）

総高820㎜、肩高791㎜、上巾132㎜、下巾1105㎜、厚さ143㎜
拝殿屋根替　延享２年（1745）　棟札

楼門　寛永12年（1635）　棟札
（『一之宮貫前神社社誌』より）

神社77　一之宮貫前神社 -２

神社78　横瀬八幡宮

総高549㎜、肩高537㎜、上巾120㎜、下巾96㎜
本殿　貞享３年（1686）　棟札
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（表）

（表） （裏面文字なし）

（裏）

神社80　妙義神社 -１

総高1,170㎜、肩高1,138㎜、上巾257㎜、下巾248㎜、厚23㎜、材質：檜
本殿・幣殿・拝殿　宝暦６年（1756）　附指定棟札
（『妙義神社修理工事報告書』より翻刻のみ転載）

縦285㎜、横1,180㎜、厚25㎜、材質：檜
本殿　宝暦６年（1756）　附指定銘札

（『妙義神社修理工事報告書』より翻刻のみ転載）
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奉納額持ち送り

同上裏面彫刻銘

西北隅柱金襴巻金具裏面墨書

唐門　宝暦６年（1756）　屋根裏銅板裏面墨書裏面

唐門　宝暦７年（1757）　西北隅柱金襴巻金具裏面墨書

波己曾社殿・随神門・袖廻廊　明暦２年（1656）　白雲山妙義大権現由来
（『妙義神社修理工事報告書』より転載）

総門　安永２年（1773）　小屋裏束墨書
（『妙義神社修理工事報告書』より転載）

総高450㎜、総巾600㎜、厚350㎜、材質：欅　
奉納額持ち送り彫刻

神社80　妙義神社 -２
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（懸魚） （破風金物）

（表） （裏）

神楽拝観所　宝暦６年（1756）　部材墨書
（解体工事資料より）

総高1,024㎜、肩高1,006㎜、上巾288㎜、下巾266㎜、厚10.6㎜、材質：檜
御殿・社務所　安政３年（1856）　棟札
（『妙義神社修理工事報告書』より）

神社80　妙義神社 -３
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（表） （裏）

（表） （裏）

総高936㎜、肩高910㎜、上巾258㎜、下巾238㎜、厚12㎜、材質：檜
御殿・社務所　安政３年（1856）　棟札

神社82　高太神社

総高860㎜、肩高855㎜、上巾173㎜、下巾169㎜、厚14㎜、材質：杉
本殿　寛政５年（1793）　棟札

神社80　妙義神社 -４
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

総高835㎜、肩高780㎜、上巾150㎜、下巾150㎜、厚さ30㎜、材質：欅
六角堂（太子堂）　寛政12年（1800）　棟札

総高855㎜、肩高810㎜、上巾170㎜、下巾150㎜、厚15㎜、材質：檜
本殿　寛政４年（1792）　棟札

神社87　土生神社

神社85　（松井田）八幡宮
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（表） （裏）

（表） （裏）

総高750㎜、肩高721㎜、上巾197㎜、下幅198㎜
本殿　享保７年（1722）　棟札

（『桧沢神社本殿建築調査報告書』南牧村教育委員会より転写）
神社98　須賀神社

総高1,106㎜、肩高1,085㎜、上巾205㎜、下幅179㎜
本殿　嘉永７年（1854）　棟札

（『沼田市史　別巻２』より翻刻転写）

神社91　檜沢神社
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（表） （裏）

（表） （裏）

総高910㎜、肩高890㎜、上巾207㎜、下巾180㎜
本殿　明暦３年（1657）　棟札

神社102　（平川）日光神社

総高1,095㎜、肩高1,065㎜、上巾290㎜、下巾290㎜
本殿　天保13年（1842）　棟札

神社99　（戸鹿野）八幡宮
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（表） （裏）

（表）

本殿　文化元年（1804）　棟札

神社109　（針山）稲荷神社

本殿　安政４年（1857）　棟札
裏面記載なし

神社108　（土出）諏訪神社
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（表） （裏）

（表） （裏）

神社111　（谷地）諏訪神社

総高720㎜、肩高705㎜、上巾120㎜、下巾120㎜、厚６㎜、材質：杉
本殿　享和元年（1801）　棟札

神社112　（川額）八幡宮

総高520㎜、上巾120㎜、下巾120㎜、厚９㎜、材質：檜
本殿　宝暦９年（1759）　棟札
（後世に書き写されたもの）
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（表） （裏）

（表） （裏）

総高810㎜、巾160㎜、厚６㎜、材質：杉
本殿　明和４年（1767）　棟札

神社114　（貝野瀬）武尊神社

総高846㎜、肩高827㎜、上巾240㎜、下巾240㎜、厚６㎜、材質：檜
本殿　寛延３年（1750）　棟札

神社113　千賀戸神社
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（表） （裏）

神社115　小高神社

総高921㎜、上巾160㎜、下巾160㎜、厚９㎜、材質：松
本殿　明治16年（1883）　棟札
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（表） （裏）
総高1,605㎜、肩高1,580㎜、上巾263㎜、下巾263㎜、厚12㎜、材質：杉

本殿　寛政７年（1795）　棟札

神社119　大峯神社
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（表） （裏）

（表） （裏）

神社120　（谷川）冨士浅間神社

神社121　（小日向）菅原神社 -１

総高790㎜、肩高780㎜、上巾163㎜、下巾148㎜、厚10㎜、材質：檜
本殿　寛文３年（1663）　棟札

本殿　享和元年（1801）　棟札１
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（表） （裏）

（表） （裏）

神社123　（須川）熊野神社 -１

総高985㎜、巾180㎜、厚13㎜、材質：檜
本殿　寛政12年（1800）　棟札

神社121　（小日向）菅原神社 -２

本殿　享和元年（1801）　棟札２
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（表） （裏）

下座竪欄間１ 下座竪欄間２

総高985㎜、巾180㎜、厚13㎜、材質：檜
本殿　寛政12年（1800）　棟札

神社125　（羽場）日枝神社 -１

総高1,060㎜、巾362㎜、厚40㎜　 　　　　　　　　総高940㎜、巾510㎜、厚100㎜
下座　天保８年（1837）　竪欄間墨書

神社123　（須川）熊野神社 -２
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（表） （表）

（裏） （裏）

兎毛通１ 兎毛通２

（表） （裏）

総高1,060㎜、巾362㎜、厚40㎜　　　　　　　　　総高940㎜、巾510㎜、厚100㎜
下座　天保９年（1838）　兎毛通墨書

神社127　赤岩神社

本殿　文政２年（1819）　棟札

神社125　（羽場）日枝神社 -２
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（表）

（表） （裏）

本殿　享保14年（1729）　棟札
神社131　（狩宿）諏訪神社

総高660㎜、上巾290㎜、下巾290㎜
本殿　元文３年（1738）　棟札

神社128　王城山神社
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（表） （裏）

総高950㎜、肩高929㎜、上巾225㎜、下巾190㎜、厚5.5㎜、材質：杉
本殿　元文元年（1736）　棟札

神社134　大笹神社
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

総高1,154㎜、肩高1,110㎜、上巾380㎜、下巾366㎜、厚９㎜、材質：杉
本殿　嘉永５年（1852）　棟札

総高1,200㎜、肩高1,100㎜、上巾280㎜、下巾260㎜、厚９㎜、材質：杉
拝殿　天保14年（1843）　棟札

神社141　（岩下）菅原神社
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（表） （裏）
総高45.8寸、巾6.1寸、厚3.5分、材質：檜

本社　寛政元年（1789）　棟札
（資料提供：桐生市教育委員会より）

神社143　（桐生）天満宮 -１
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（表） （裏）
総高36.58寸、巾8.5寸、厚８分、材質：檜
拝殿　享和２年（1802）　増築棟札
（資料提供：桐生市教育委員会より）

神社143　（桐生）天満宮 -２
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（表） （裏）

総高920㎜、肩高910㎜、上巾240㎜、下巾220㎜、厚4.5㎜
本殿　寛政２年（1790）　棟札

長1,340㎜、巾98㎜、奥行87㎜
太郎神社　宝暦10年（1760）　階墨書

神社149　栗生神社

《資料編》

296―　　―



（表）

（表）

（裏）

（裏）

総高1,233㎜、肩高1,207㎜、上巾269㎜、下巾242㎜
本殿　文化６年（1809）　棟札

神社151　（楡沢平）赤城神社

総高649㎜、肩高639㎜、上巾193㎜、下巾192㎜
本殿　元文元年（1736）　棟札

神社150　赤城大明神（醫光寺境内）
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

総高493㎜、肩高485㎜、上巾150㎜、下巾150㎜、厚６㎜
本殿　享保７年（1722）　棟札１

総高497㎜、肩高483㎜、上巾150㎜、下巾147㎜、厚６㎜
本殿　享保７年（1722）　棟札２

神社152　冠稲荷神社 -１
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

総高765㎜、肩高755㎜、上巾134㎜、下巾120㎜、厚４㎜
拝殿　寛政11年（1799）　棟札１

総高454㎜、肩高431㎜、上巾140㎜、下巾123㎜、厚４㎜
拝殿　寛政11年（1799）　棟札２

神社152　冠稲荷神社 -２
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

聖天宮　安政４年（1857）　棟札１
（写真提供　冠稲荷神社）

聖天宮　安政４年（1857）　棟札２
（写真提供　冠稲荷神社）

神社152　冠稲荷神社 -３
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（表） （裏）

総高1,391㎜、肩高1,355㎜、上巾185㎜、下巾139㎜、厚27㎜
本殿・拝殿・唐門等修理　元禄９年（1696）　棟札

神社153　（世良田）東照宮 -１

《資料編》

301―　　―



（表） （裏）
総高1,400㎜、肩高1,367㎜、上巾297㎜、下幅267㎜、厚30㎜
本殿・拝殿・唐門等修理　正徳４年（1714）　棟札

神社153　（世良田）東照宮 -２
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（表） （裏）

総高1,439㎜、肩高1,415㎜、上巾191㎜、下幅193㎜、厚27㎜
本殿・拝殿・唐門等修理　元文元年（1736）　棟札

神社153　（世良田）東照宮 -３
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（表） （裏）

総高1,270㎜、肩高1,245㎜、上巾271㎜、下幅270㎜、厚29㎜
本殿・拝殿・唐門等修理　宝暦13年（1763）　棟札

神社153　（世良田）東照宮 -４
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（表） （裏）

総高1,270㎜、肩高1,245㎜、上巾271㎜、下幅270㎜、厚29㎜
本殿・拝殿・唐門等修理　安永６年（1777）　棟札

神社153　（世良田）東照宮 -５
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（表） （裏）

総高1,266㎜、肩高1,245㎜、上巾262㎜、下幅265㎜、厚38㎜
本殿・拝殿・唐門等修理　寛政８年（1796）　棟札

神社153　（世良田）東照宮 -６
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（表） （裏）

総高1,276㎜、肩高1,252㎜、上巾261㎜、下幅264㎜、厚39㎜
本殿・拝殿・唐門等修理　天保15年（1844）　棟札

神社153　（世良田）東照宮 -７
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（表） （裏）

総高1,045㎜、肩高1,020㎜、上巾235㎜、下巾180㎜、厚12㎜、材質：杉
本殿　天保12年（1841）　棟札

神社154　（阿久津）稲荷神社 -１

《資料編》

308―　　―



（表） （裏）

拝殿　明治13年（1880）　白石家『一世日記』
（群馬県新田郡尾島町教育委員会　平成10年３月25日発行より）

総高755㎜、巾220㎜
本殿　嘉永５年（1852）　棟札

神社154　（阿久津）稲荷神社 -２

神社155　三柱神社

明
治
十
二
年

　�

三
月
二
十
三
日
西
暴
風
に
て
鎮
守
稲
荷
の
西
北
に
有
之
候
大
杉
凡
九
尺
五

寸
廻
り
の
大
木
倒
木
に
相
成
、
鎮
守
御
拝
に
相
掛
り
八
分
通
大
破
損
相
成

早
速
氏
子
一
同
集
議
の
上
郡
役
所
へ
鎮
守
営
繕
の
資
本
に
願
下
御
指
令
を

請
け
伐
抜
、
是
資
本
と
し
て
外
諸
色
手
間
釘
銅
瓦
葺
上
ケ
迄
、
手
前
一
人

に
て
寄
附
い
た
し
惣
代
金
百
五
拾
圓
も
相
掛
り
申
候

明
治
十
三
年

　�

辰
二
月
十
日
舊
正
月
元
日
に
中
り
申
候
、
日
和
穏
に
て
し
め
し
い
た
し
孫

を
始
祝
候
、
昨
十
二
年
秋
よ
り
心
掛
け
、
村
方
鎮
守
稲
荷
社
拝
殿
手
前
一

人
に
て
建
立
新
築
、
武
州
妻
沼
村
棟
梁
林
門
作
殿
方
に
、
二
間
三
間
御
拝

付
に
て
手
間
許
り
弐
百
弐
拾
五
人
扶
持
、
自
分
よ
り
賄
壱
回
に
付
五
人
此

代
金
四
拾
五
圓
の
土
井
迄
相
渡
し
、
彫
物
師
は
尾
島
十
日
場
高
澤
改
之
助

殿
手
間
許
り
代
金
六
拾
五
圓
也
。
太
陽
暦
四
月
廿
一
日
大
陰
暦
三
月
十
二

日
に
中
り
上
棟
相
成
申
候
。
自
分
一
己
に
て
祝
致
し
村
方
職
人
隣
村
の
衆

共
客
来
弐
百
人
餘
、
上
日
和
に
て
午
後
二
時
上
棟
祝
初
り
申
候
、
酒
四
樽

米
糯
廿
貫
六
俵
小
麦
弐
俵
外
小
物
凡
金
六
拾
圓
相
掛
り
申
候
。
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（表） （裏）

本殿　寛政９年（1797）　源緒録
（『尾島町近世寺社建築調査報告書』より）

総高1,035㎜、肩高1,011㎜、上巾332㎜、下巾324㎜、厚15㎜
本殿　宝暦６年（1756）　棟札

（『尾島町近世寺社建築調査報告書』より）

神社157　（尾島）雷電神社

神社158　（世良田）八坂神社

　
金
井
家
の
『
源
緒
録
』
に
寛
政
九
年（
一

七
九
七
）の
当
遺
構
建
造
に
か
か
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示

す
記
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が
見
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下
し
は
関
口
義

二
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右
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仕
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仕
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承
知
候
、
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日
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之
一
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又
市
殿
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前
衆
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文
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…
来
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午
八
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…
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築
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造
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〇
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一
七
九
八
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と
推
定
す
る
。
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（表） （裏）

拝殿・幣殿　文久２年（1862）　古文書
（館林市史編さんセンターより資料提供）

総高580㎜、背高545㎜、上巾150㎜、下巾150㎜、厚15㎜、材質：杉
絵馬堂　寛政６年（1794）　棟札

神社166　青梅神社
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

本殿　元禄７年（1694）　棟札

総高725㎜、巾264㎜
本殿　延享４年（1747）　棟札

神社168　（阿左美）生品神社

神社175　八王子神社
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（表）

（裏）

（表） （裏）

総高155㎜、肩高145㎜、巾330㎜
本殿　明和元年（1764）　棟札

神社178　嵯峨宮

総高880㎜、肩高860㎜、上巾180㎜、下巾160㎜
本殿　寛保３年（1743）　絵馬型棟札

神社176　（長尾根）十二山神社
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（表） （表）（裏） （裏）

本殿　天明７年（1787）　棟札
（提供資料：小林孝雄氏より）

総高2.30尺、肩高2.26尺、上巾3.40寸、下巾3.40寸
本殿　寛政３年（1791）　棟札

（『大間々町誌　別巻８　大間々町の建物』より）

総高1.50尺、肩高1.48尺、上巾3.80寸、下巾3.35寸、厚２分
本殿　寛政７年（1795）　棟札

（『大間々町誌　別巻８　大間々町の建物』より）

神社180　（浅原）菅原神社

神社181　鈴香神社 神社182　（長尾根）熊野神社
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（表）

（表）

（裏）

本殿　寛政10年（1798）　棟札
（『大間々町誌　別巻８　大間々町の建物』より）

神社184　木宮神社 -１

総高770㎜、肩高730㎜、巾290㎜、下巾11㎜
本殿　文化４年（1807）　棟札

神社183　（間坂）神明宮
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（表）

（表）棟札１ 棟札２ （表）

（裏）
総高770㎜、肩高725㎜、巾290㎜、下幅14㎜
本殿　文化４年（1807）　棟札（屋根葺）

本殿　慶応２年（1866）　棟札
（双方とも裁断内の柱に釘付けのため裏面は不明）

神社184　木宮神社 -２

神社185　杉森稲荷神社
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（表）

（表）

（裏）

（裏）

総高1,360㎜、巾210㎜
本殿・拝殿　天保６年（1835）　棟札

総高1,360㎜、巾210㎜
本殿・幣殿　天保６年（1835）　棟札

神社187　（板倉）雷電神社 -１
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（表） （裏）
総高1,150㎜、巾190㎜

拝殿　文政２年（1819）　棟札

奥宮　慶応４年（1868）　棟木・垂木墨書

神社187　（板倉）雷電神社 -２
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総高1,150㎜、肩高1,120㎜、上巾185㎜、下巾180㎜、厚10㎜、材質：杉
末社八幡宮稲荷神社社殿　天文17年（1548）　棟札

（翻訳に建造年代天文16年とあり）

神社187　（板倉）雷電神社 -３
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（表） （裏）

総高915㎜、肩高875㎜、上巾190㎜、下巾155㎜、厚16㎜
拝殿　嘉永元年（1848）　棟札

神社188　高鳥神社
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（表） （裏）

（表） （裏）

神社193　（篠塚）長柄神社

総高2,670㎜、肩高2,640㎜、上巾395㎜、下巾355㎜
本殿　安永８年（1779）　棟札

総高2,780㎜、肩高2,735㎜、上巾460㎜、下巾395㎜
拝殿　元治元年（1864）　棟札
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